
自立支援教育訓練給付金

 職業能力の開発のための講座を受講するひとり親家庭に対して、修了後に「自立支援教育訓練給付金」を支給

します。

※雇用保険法による教育訓練給付金の受給資格がある方は、その差額を支給します。

※受講しようとする講座について、事前に市の指定を受ける必要があります。

問い合わせ先／こども福祉課：216-1260

対 象 者 ひとり親家庭の母または父で、自立を図るための活動（母子・父子自立支援プログラムの策定
等）を行っている方

対象講座 雇用保険制度の教育訓練給付の指定講座など

支 給 額 ①受講料の60％相当額（上限20万円（専門実践教育訓練給付の対象となる講座は修学年数×
40万円、最大160万円）、1万2千円以下は支給しません。）
②専門実践教育訓練講座の受講修了後1年以内に資格取得し就職等した場合、受講料の25％相
当額を追加支給（この場合は修学年数×60万円、最大240万円）

※講習種目、実施時期、申込方法等は「市民のひろば」などでお知らせします。

高等職業訓練促進給付金

　ひとり親家庭の就業に有利な資格の取得を促進するため「高等職業訓練促進給付金」を支給します。

対 象 者 ひとり親家庭の母または父で、児童扶養手当が受給できる所得水準にあり、次の資格を取得す

るために６か月以上の課程を受講する場合で、就業または育児と受講の両立に支障が生じて

いると認められる方です。母子父子寡婦福祉資金の生活資金貸付金との併用はできません。

対象資格 看護師　介護福祉士　保育士　理学療法士　作業療法士など

支 給 額 月額：100,000 円（市町村民税非課税世帯）／ 70,500 円（市町村民税課税世帯）

講習種目 医療事務講座など

支給期間 上限４年

就業支援講習会

　ひとり親家庭等の自立を支援するため、就業に結びつく可能性の高い技能、資格を習得するための就業支援

講習会を実施します。

対 象 者 ひとり親家庭の母または父、寡婦
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※事前に市の指定を受ける必要があります。支給には上限額があります。

問い合わせ先／勤労女性センター：251-8010

母子・父子自立支援プログラム

 ひとり親家庭の自立を支援するため、家庭こども相談室（こども福祉課）と谷山子育て支援課の母子・父子自

立支援員がマンツーマンで個々の状況・ニーズに対応した自立支援プログラムを策定し、きめ細やかで継続的に

就職・転職活動等の支援をします。

　なお、「母子・父子自立支援プログラム」は、自立に向けた活動として、申請することにより児童扶養手当の減

額対象から除外されます。

対 象 者 ひとり親家庭の親または離婚を考える父母で、支援が必要な方

高等学校卒業程度認定試験合格支援事業

　高等学校卒業程度認定試験合格のための講座を受けた場合、受講費用の一部を支給します。

キャリアカウンセリング

　女性を対象とした、仕事上での悩みや職業人としての生き方・働き方に関する相談、就職支援などを行ってい

ます。

対 象 者 ひとり親家庭の親及びその児童（20歳未満）で、自立を図るための活動（母子・父子自立支援

プログラムの策等）を行い、就業経験、技能、資格の取得状況や労働市場などから判断して高等

学校卒業程度認定試験に合格することが適職に就くために必要と認められる方

支 給 額 受講開始時に受講費用の４割、修了時に１割、認定試験合格者は合格後に１割を支給

就職相談

ハローワークかごしま 月～金曜日／８時30分～17時15分　☎250-6060

ワークプラザ天文館 月～金曜日／10時～18時30分　第２・第４土曜日／10～17時　☎223-8010

マザーズハローワークかごしま 月～金曜日／10時～18時30分　☎223-2821

鹿児島新卒応援ハローワーク 月～金曜日／９時30分～18時　☎224-3433

ワークサポートみなみ 月～金曜日／10～18時　☎257-5670

仕事を探したい、仕事につながる
資格を身に付けたい

相 談 日 火曜日午後 (月３回 )、月曜日夜間 (月１回 )

こども福祉課（家庭こども相談室）：☎216-1264

谷山子育て支援課：☎269-8473問い合わせ先

こども福祉課（家庭こども相談室）：☎216-1264

谷山子育て支援課：☎269-8473問い合わせ先
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谷山子育て支援課：☎269-8473問い合わせ先
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就学援助

　児童生徒の就学に必要な経費を負担することが困難な家庭の保護者に対して、学用品費などを援助します。

（※所得制限あり）

高等学校等就学支援金

奨学のための給付金

　全ての意志ある高校生が安心して勉学に打ち込める社会をつくるため、授業料に充てる高等学校等就学支援

金を生徒に支給し、家庭の教育費負担を国が支援する制度です。

※支給対象となる生徒等本人が早生まれであり、扶養控除の適用が他の同学年の生徒等よりも１年遅くなる場合は、当該
早生まれの生徒等の判定に用いる課税標準額相当額から33万円を減じる。
※上記制度に申請した結果、判定基準金額以上と判定された場合に、高校生等臨時支援金（年額　118,800円（上限））が
支給されることになります。（令和７年度限り）

対 象 者 国公立の小・中学校に通う児童生徒の保護者

給 付 額 国公私立、通信制、扶養されている子どもの人数等の世帯状況によって給付額は異なります。

問い合わせ先／各小・中学校　教育委員会総務課：227-1922

問い合わせ先／各高等学校等

　道府県民税・市町村民税所得割額が非課税である世帯を対象に、高校等の授業料以外の教育費を支援（返還

不要）する制度です。

問い合わせ先／各高等学校等

援助の内容

　学用品費、給食費、修学旅行費など

利用する上で必要なこと

　申請が必要です。申請書は学校にありますので、必要事項を記入のうえ、学校へ提出してください。

※新小学１年生の新入学学用品費は、入学前に支給しています。申請書を新小学１年生の保護者の方へ10月中

に郵送しますので、必要事項を記入のうえ、返信用封筒に入れて教育委員会へ提出してください。

支給認定区分
全日制（公立・私立）
全日制（私立）

課税所得額×６%－市町村民税調整控除額
304,200円
154,500円

未満
未満

給付額（年）※学校の授業料を上限
118,800円
396,000円

世帯状況

生活保護受給世帯（全日制・通信制）
非課税世帯（全日制等）（第１子）

非課税世帯（全日制等）（第２子以降）
※15歳以上 23 歳未満の兄弟姉妹がいる場合

非課税世帯（通信制）

給付額（年）
国公立
32,300円
114,100円

143,700円

50,500円

私立
52,600円
134,600円

152,000円

52,100円

生活相談・雇用相談・就労支援

　生活に困っている方の生活相談・雇用相談、ハローワーク・シルバー人材センターによる就労支援を行ってい

ます。

相談日時 月～金曜日　８時 30分～ 17時 15分

（ ）令和8年1月から、本庁・各支所の開庁時間の変更に伴い、窓口相談の時間が8時45分～16時30分
に変わります。ただし、電話相談はこれまでどおり記載の時間で対応します。

問い合わせ先／生活・就労支援センターかごしま：803-9521

問い合わせ先／雇用推進課：216-1325働きたいママ・パパの就活応援講座

働きたいと考えている子育て中の方を対象に、就職活動の進め方などのアドバイスや保育園に関する情報な

どを提供する講座をりぼんかんや親子つどいの広場で開催しています。

かごしま市しごと情報ナビ

　鹿児島市内の仕事に関する情報の道案内サイトです。対象者別の仕事探しの相談機関や、

鹿児島市、労働局、ハローワーク、県など様々な機関の情報をわかりやすく案内しています。

http://www.city.kagoshima.lg.jp/shigotonavi/index.html
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